
第１学年＊組	 	 外国語（英語）科学習指導案		

指導者	 	山口	 健作				(JTE)	

＊＊＊＊＊				(ALT)	

１	 単元名	 	 Unit８	 イギリスの本（New	Horizon	English	Course１）	

	

２	 指導目標	

	 	 ・疑問詞や目的格代名詞を使って，積極的にコミュニケーションを図ろうとする。	

（コミュニケーションへの関心・意欲・態度）	

	 	 ・標準的な発音で，教科書本文を暗唱したり，身近な話題について相手に質問したり，質問を受けて自分の

考えを伝えたりすることができる。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （外国語表現の能力）	

	 	 ・疑問詞や人称代名詞が使われた英文を聞いたり読んだりして，その内容を理解することができる。	

（外国語理解の能力）	

	 	 ・疑問詞where，whose，目的格代名詞him，herの意味，用法に関する知識を身に付けている。	

	 (言語や文化に関する知識・理解)	

	

３	 指導にあたって	

(１) 	 単元観	
	 本単元では，主人公の中学生たちがイギリスの本についてクラスで発表することになり，インターネッ

ト電話を使ってイギリス人に相談することが題材として扱われている。言語材料はwhere,	whoseの疑問詞

とhim,	herの目的格代名詞である。これらの表現を用いて，場所や持ち主を尋ねたり，第三者について対

話を続けたりすることが目標である。また，英語の子音とリズムを意識させた音声指導を行い，標準的な

発音を身に付けさせたい。	

（２）	 生徒の実態（第１学年＊組	 	 男子＊人	 女子＊人	 計＊人）	

課題：教科書本⽂を⾳読しなさい。① have   ② really   ③ three  ④ Do you have a picture?  
⑤ My parents have some rabbits in Boston. 

結果：（⽣徒の発⾳を ALT ⼆⼈と JTE ⼀⼈が評価） 
① 正しい発声⽅法で発⾳できた⽣徒の数 ＊⼈ できなかった⽣徒の数 ＊⼈ 
② 正しい発声⽅法で発⾳できた⽣徒の数 ＊⼈  できなかった⽣徒の数 ＊⼈ 
③ 正しい発⽣⽅法で発⾳できた⽣徒の数 ＊⼈ できなかった⽣徒の数 ＊⼈ 

 ④ 英語特有のリズムで英⽂を読めた⽣徒の数 ＊⼈ 読めなかった⽣徒の数 ＊⼈ 
 ⑤ 英語特有のリズムで英⽂を読めた⽣徒の数 ＊⼈ 読めなかった⽣徒の数 ＊⼈	
	 	

	

	

（３）	 指導観	

標準的な発音を身に付けさせ，本単元で学習する言語材料を実際のコミュニケーションの場面で活用さ

せたいと考える。そのために，英語の子音とリズムを意識させた段階的な音声指導を行う。まず，子音の

発音と英語特有のリズムを意識させるための「音トレーニング」を帯活動として行う。次に，一定のリズ

ムに合わせて教科書本文を読ませることで，意味の区切り，文の強弱やイントネーションを体感させる「リ

ズミック音読」を行う。そして，標準的な発音で教科書の本文を暗唱できているかを評価する「ぐるぐる

テスト」を行う。この活動は，生徒が発した英文を評価・修正する連続的かつ反復的な個別面接テストで

ある。さらに，この「ぐるぐるテスト」の最後に，標準的な発音で教師と２往復の対話を行う。その内容

は，身近な話題と単元の内容についてである。これらの音声指導を通して，標準的な発音で，本単元の言

語材料を用いたやりとりができるようにする。	

	

	

	



４	 指導と評価の計画（６時間扱い）	

時	 学習の内容	 評価規準	
評価計画	

関	 表	 理	 言	

１	

・[θ],[ð]の音トレーニングを行う。	

・Part１の新出単語を理解する。	

・疑問詞whereを使って場所を尋ねる。	

・前置詞を使って場所を説明する。	

・標準的な発音で，疑問詞whereや

場所を表す前置詞を使って教師と

対話することができる。	
○	 	 	 ○	

２	

・[f],[v]の音トレーニングを行う。	

・Part２の新出単語を理解する。	

・疑問詞whoseを使って持ち主を尋ねる。	

・所有代名詞を使って持ち主を説明する。	

・標準的な発音で，疑問詞whoseや

所有代名詞を使って教師と対話す

ることができる。	
○	 	 	 ○	

３	

・[l],[r]の音トレーニングを行う。	

・Part３の新出単語を理解する。	

・目的格代名詞を使って話題に出た人について

質問したり説明したりする。	

・標準的な発音で，目的格代名詞を

使って教師と対話することができ

る。	
○	 	 	 ○	

４	

・[θ],[ð]の音トレーニングを行う。	

・Part１の本文内容を理解する。	

・Part１の本文を一定のリズムで音読する。	

・Part１の本文を暗唱する。	

・標準的な発音と英語特有のリズム

で，Part１の本文を暗唱すること

ができる。	

・標準的な発音と英語特有のリズム

で，既習文法を用いながら教師と

対話することができる。	

○	 ○	 	 	

５	

・[f],[v]の音トレーニングを行う。	

・Part２の本文内容を理解する。	

・Part２の本文を一定のリズムで音読する。	

・Part２の本文を暗唱する。	

・標準的な発音と英語特有のリズム

で，Part２の本文を暗唱すること

ができる。	

・標準的な発音と英語特有のリズム

で，既習文法を用いながら教師と

対話することができる。	

○	 ○	 	 	

６	

本時	

・[l],[r]の音トレーニングを行う。	

・Part３の本文内容を理解する。	

・Part３の本文を一定のリズムで音読する。	

・Part３の本文を暗唱する。	

・標準的な発音と英語特有のリズム

で，Part３の本文を暗唱すること

ができる。	

・標準的な発音と英語特有のリズム

で，既習文法を用いながら教師と

対話することができる。	

○	 ○	 	 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	



５	 本時の活動	

（１）	 目標	

	 	 	 ○標準的な発音と英語特有のリズムで，Part３の本文を暗唱することができる。	

						○標準的な発音と英語特有のリズムで，既習文法を用いながら教師と対話することができる。	

（２）	 準備・資料	

	 	 	 ・ワークシートの冊子，大型モニター，パソコン，オーディオプレーヤー，ヘッドホン	

（３）	 展開		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 評は評価	 	 	 ○は個への対応	

時間	 活	 動	 内	 容	 教	 師	 の	 支	 援	 と	 評	 価	

５	

	

	

	

	

	

５	

	

	

	

	

10	

	

	

10	

	

	

	

	

20	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

５	

１	 音トレーニングを行う。	

	 	 [l],[r]の正しい発音の仕方を確認して練	

	 	 習する。	

	

	

	

２	 本時の学習内容と目標を確認する。	

	

	

	

	

３	 本文の内容を理解する。	

				教師の質問に英語で答える。	

	

４	 リズミック音読をする。	

	 	 一定のビートに合わせて教科書本文を音読

する。	

	

	

５	 クラスを二分割して以下の活動を行い，10

分後に活動を交換する。	

(クラスの半分)ぐるぐるテストをする。	

生徒は輪になり，教師がその内側を回る。

生徒は教師が前に来たら英文を暗唱する。

標準的な発音で暗唱できなかった場合は不

合格となり，もう一度教師が回って来るま

で同じ文を練習する。全ての英文を合格で

きたら，Unit８で学習した言語材料で教師

と対話したり，Part３の内容に関する質問

に答えたりする。	

(クラスのもう半分)Loud	Speakerをする。	

	 	 オーディオプレーヤーからの英語をシャド

ウイングして，グループの他の人がその話

された英語を書き取る。	

	

６	 英語の歌を歌う。Daydream	Believer	

	

・側音のlは，舌を歯茎の裏につけ，舌の両端から息

を出して発音することに注意を促す。	

・足踏みや手拍子など一定の動作を繰り返しながら英

文を読ませることで，生徒が英語のリズムを体得で

きるように促す。	

	

・前時に学習した[θ],[ð]の発音の仕方や強勢の置き

方について見本を示す。	

	

	

	

・本文を別の表現で言い換えたり，本文の内容につい

て質問したりすることで，本文の理解を深める。	

	

・名詞，動詞，形容詞などの内容語に強勢を置いて強

く発音することを意識させる。	

○like	himのhの音が脱落していることを確認する。	

○very[v],famous[f]の正しい発声方法を確認する。	

	

	

	

評[l],[r],[θ],[ð],[f],[v]を正しい発声方法で発音

し，一定のリズムで英文を暗唱することができる。	

評標準的な発音で，教師と対話することができる。	

○複数形の名詞の発音方法，疑問詞疑問文の語尾は下

げ調子で発音することを確認させる。	

○教師の質問にYesかNoで答えるときは，Yes,	Noだ

けでなく，Yes,	he	does.まで答えさせる。	

	

	

・語と語の連結による音の変化やイントネーションに

注意してシャドウイングさせる。	

・ネイティブのスピードについていけない時は１文ご

とに間があるトラックに挑戦させる。	

	

・英語の歌を歌うことを通して，英語らしい発音とリ

ズムを習得したいという意欲を高める。	

	

	 正しい発声方法と英語特有のリズムで，

Part３の本文を暗唱したり，先生と対話し

たりしよう。	



āĆ_Ñ¼ğpÑċMuĈh@Ĥ

ĉ/=Yl�lm/«p/[_j@z/[fY/?t

ëÑlmòĞ

r, l, v, f, th _įt

®ŧǷȟɬȾɢ

Japanese English

Do you know any other good books?

ǞǞǞǞǞǞǞǞɐȪǞǞȬɍǞȦȺɵǞǞǞǞǞǞǞ

How about The Tale of Peter Rabbit?

ǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞɈȨɭǞǞǞǞǞ

 It’s a story of a naughty rabbit.

ǞǞǞǞǞǞǞȽɊɵɬǞǞǞǞǞɐɵɈȧƮǞǞ

Oh, I know Peter Rabbit.Ǟ I like him very much.

ǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞɔɢǞ

The writer is Beatrix Potter.  Do you know about her?

ǞǞǞǞǞɫȨɂɵǞǞɛȦɊɬȳȽǞɟɅɂɵǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞɑ

No, I don’t.

She’s very famous in the U.K.

ȻɵȾǞǞǞǞǞǞǞɗȫȨɠȽǞǞǞǞɉȧ

 We love the nature and animals in her books.

ǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞɏȨɄɥǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞɑ

ƲƱ

ƹ Ȣǽǵǽǿưktǫư�sȉäȉ	ȇǤȟŊďȚ8ē

ƺ

Ʒ ǥǥǧưĬưħȞȕǹȤ

Ƹ �sưȄȂșßRȃǷưȨȲɬȽȃ

Ƶ ǨǨưĬưħȀȂǥȟưɖɵɂɵɫɕɅɊǞǞǞĬưtǫư�ȣưȄȂș

ƶ ǻȉ�ŅưɛȦɊɬȳȽɟɅɂɵȃǷǞǞǞǞǞȃǷǩưǤȆǽưħȀȂǥȟư�sȇȁǥȂ

Ƴ ȅǦȃǷǩưɖɵɂɵɫɕɅɊȉēŢ

ƴ ǻȠȃǷưȢȤȌǭȆǦǳǬȉēŢ

 MIR-��

ʀ¸yɷɸǻȤȆȉǩȤǯǥȈʇǞɹ ôsu?mCpm^j@

Ʋ ȃǷǩưǤȆǽưħȀȂǥȟư�ǩ�ȇōǥä



āĆ_Ñ¼ğpÑċMuĈh@Ĥ

ĉ/=Yl�lm/«p/[_j@z/[fY/?t

ëÑlmòĞ

r, l, v, f, th _įt

®ŧǷȟɬȾɢ

Japanese English

Oh, I’m late!  Where’s my dictionary?

ǞǞǞǞǞǞƫǞɮȨɊǞǞȪȬȾǞǞǞǞǞǞǞɉȧȳȻɩɌɬɵ

It’s under the books.

ȨɅɆǞȦɲɃǞ

Where’s my eraser?ǞǞIt’s by the computer.

ȪȬȾǞǞǞǞǞǞǞǞȨɮȨȹǞǞǞǞǞǞǞǞǞɒȨǞ

Where are my pencils?ǞǞThey’re in your pocket.

ȪȬȦǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞɜɲɁɵȾǞǞǞǞǞɀȦǞǞǞǞǞ

Kota, you’re late.ǞǞI’m sorry.

ǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞ

Hi, Jane.  Look.  Do you know this book?

ǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞɭɅȳǞǞǞǞǞǞǞǞǞɐȪǞǞ

Oh, that’s Harry Potter.  Is it yours?

ǞǞǞǞȺɅɆǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞɨȦȾ

Yes, it’s mine.  I like this book.

ǞǞǞǞǞǞǞǞɠȨɲǞǞǞǞ

I like that one, Winnie-the-Pooh.

ǞǞǞǞǞǞǞȺɅɊǞɰɲǞǞȪȨɍɵǞȺǞəɵǞǞǞǞ

Whose book is that?YYIt’s Saki’s.

ǞǞɗɵȾǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞǞȹȱȾ

ƲƱ ǾȠȉäưȃǷǩưǤȠȊǞǞǻȠưȹȱȉȃǷ

ƹ ȊǥưǻȠưȢǽǵȉșȉǞǞǞǞǞĬưtǫưǱȉä

ƺ ĬưtǫưǤȉäưȪȧɍɵȺəɵǞǞǞ

Ʒ ȊǥưȼȫɵɲǞǞśȂǞǞǞȃǷǩưǤȆǽưħȀȂǥȟưǱȉä

Ƹ ǨǨưǤȠȃǷưɑɬɵɟɅɂɵǞǞǞǞȃǷǩưǻȠưǤȆǽȉșȉ

Ƶ ȅǱưȃǷǩưĬȉǧȤȎȁǞǞǞǞǻȠȝȃǷưǤȆǽȉɟȵɅɊȉ	

ƶ ȷȪɂưǤȆǽȊưŻȠȂǥȟǞǞǞǷǥȕǹȤ

Ƴ ǻȠȃǷưǻȉäȉ�

ƴ ȅǱȃǷǩưĬȉąǵȸɢǞǞǞǞǻȠȃǷưǻȉȷɲɖɧɵɂɵȉǻȋ

 MIR�İ�īħĬ

ʀ¸yɷɸǻȤȆȉǩȤǯǥȈʇǞɹ
[fz>mCpm^j@�Tn_h_Cppm^j@

Ʋ ǨǨưĬưŻȠȂǥȟǞǞǞǞȅǱȃǷǩưĬȉŲÜ
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